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1. 装置名
40301219メカ式ひざ押え上げ装置（組）

2. 装置の構成

ひざ上げ回転腕（組） ひざ上げ作動腕 ばね

ナット 平座金 段ねじ E形止め輪 六角ボルト

ひざ当て横軸

ひざ上げ作動軸

ひざ上げ連結ロッド

膝当て立軸取付腕 膝当て板（組）
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(1) ひざ上げ装置の部結

3. 取り付け手順

1）	 ひざ上げ連結ロッド❶の端面両側と穴に
JUKI グリースAを塗布します。

16.5 16.5グリース塗布範囲

3）	 段ねじ❹とナット❻でひざ上げ連結ロッ
ド❶、ひざ上げ回転腕（組）❷、ひざ上
げ作動腕❸を固定してください。

※	 ひざ上げ回転腕（組）❷の両側に平座金
❺ 2枚を取り付けてください。（ひざ上げ
作動腕❸には平座金の取り付けは不要で
す。）
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 警告 ミシンの不意の起動による人身の損傷を防ぐため、電源を切り、モーターの回転が止まった
ことを確認してから行ってください。

取り付け時にはしゃがむ必要がある
ので、頭をテーブルにぶつけないよ
うに注意してください。

❹❹ ❸❸
2）	 段ねじ❹の軸部と膝上げ作動腕❸の皿形

状凹側に JUKI グリースAを塗布します。
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(2) ひざ上げ装置の取付け

❶❶ 1）	 オイルパン❶の穴(4箇所)にJUKIグリー
スAを塗布します。

2）	 ひざ当て横軸❷をオイルパン❶、ばね❸
とひざ上げ回転腕組❹の順に通します。
次に、ひざ上げ作動軸❺をオイルパン、
ひざ上げ作動腕❻に通してください。

※	 ひざ当て横軸❷は端面から約25mm突
出、ひざ上げ作動軸❺は端面から約3mm
突出するようにしてください。

3）	 六角ボルト❼の先端は軸❷❺の穴に入る
ように締め付けてください。

	 ばね❸の一端はひざ上げ回転腕（組）❹
に掛け、もう一端はオイルパンの土台内
に掛けてください。

	 ( 図 A 参照 )
	 ばね❸の外周と掛け部（2箇所）に JUKI

グリースAを塗布します。

❺❺

❻❻

❹❹

❸❸

❷❷

❼❼

25 mm

3 mm

図 A



– 4 –

4）	 3つの Eリング❽をひざ当て横軸❷とひ
ざ上げ作動軸❺にはめ込んでください。

5）	 ひざ当て立軸取付腕❾をボルト�でひざ
当て横軸❷に固定します。

6）	 ひざ当て板（組）�をひざ当て立軸取付
腕❾の穴に差し込み、ボルト�で止めま
す。

※	 ひざ当て板（組）�は使いやすい位置に
調整してください。

	 目安としてはテーブル下面より220 mm
です。
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(3) ひざ上げ高さの調整

1）	 ひざ上げによる押えの高さは標準12mm
です。

	 ひざ上げ調整ねじ❶によって押え高さは
最大13mmまで調整することができま
す。

❷❷

H

2）	 10番レンチでナット❷をゆるめると、
調節ねじ❶の突出量 Hの調整で押えの
高さが調整できます。

	 Hの値が大きいほど、押えの調整高さ
は小さくなります。

❶

押え❹を上げた状態では、針棒❸と
押え❹が当たる可能性があるためミ
シンを運転しないでください。

❸❸

❹❹
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4. パーツリスト

品     名

膝上げ回転腕（組）    1
膝上げ回転腕    (1)
六角ナット　Ｍ６　１種    (2)
止めねじ    (2)
膝上げ作動腕   1
膝当て横軸    1
膝上げ作動軸   1
膝上げ回転腕ばね   1
膝上げ連結ロッド   1
膝当て立て軸取付腕（組）   1
膝当て立て軸取付腕    (1)
膝当て立て軸取付腕締めねじ    (2)
六角ナット　１５／６４－２８   2
Ｅ形止め輪　１０    2
Ｅ形止め輪　１０   1
段ねじ　Ｄ＝７．２４　Ｈ＝３．３    2
六角ボルト    1
六角ボルト    1
平座金　６．５Ｘ１３Ｘ０．８   2
膝当て板（組）     1
膝当て縦軸  (1)
六角ボルト　Ｍ６　Ｌ＝１２    (1)
膝当て板    (1)
膝当て板支え    (1)
膝当て板ゴム    (1)
膝当て板カバー    (1)
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